
２０１９年７月に本学会の編集委員

を拝命し，任期も残すところ数カ

月ほどとなりました．これまでプラズマ・核融合学会には

２００９年に京都で開催された第２６回プラズマ・核融合学会年

会にて研究成果を発表させていただいた以降は長く関りを

持つことがなく，編集委員のお話をいただいたときは少々

戸惑いを感じたことを記憶しております．しかし，これは

自身にとって新たな経験が得られるとともに他分野の雰囲

気も味わえる非常によい機会となると考え，お引き受けし

ました．任期後半の昨年７月からは，私の所属（名城大学）

が名古屋にあることもあり，Applied Plasma Physics（APP）

分野の副主査を務めておりますが，おかげで毎月開催され

る編集委員会に顔を出すようになり，学会全体の様子がよ

うやく把握できてきたところです．編集委員になった当初

は戸惑いもありましたが，私としては色々勉強させていた

だく良い機会になっていると感じており，現在では編集委

員のお話をいただいたことに感謝しております．任期も残

すところわずかですが，諸先生方のお力添えをいただきな

がら業務を進めてまいりますので，引き続き何卒よろしく

お願い申し上げます．さて，本会誌が皆様に届けられる頃

には新年度に入り，新人の方々による新たな研究が開始さ

れているころかと思います．大学に所属する私共として

は，いかに学生全員に研究への「やりがい」と「面白さ」を

感じながら熱心に取り組んでもらえるか，という点が次世

代の科学技術やモノづくりを支える若手の育成につながる

非常に重要なテーマであります．スマホを見ればゲーム，

SNSなど様々な誘惑がある現在，少なくとも私自身は感じ

ている，それらに勝る魅力的な研究をどう伝え，感じ取っ

てもらえるか日々模索しながら学生と接しております．学

生の感性は十人十色，刻々と変化する社会状況・環境の中

で，このテーマは大学教育機関に所属する私にとって生涯

にわたる課題であり，面白みのあるものだと感じていま

す．さて本年度は，学生とどのように交わることができ，

どれだけ成長してくれるのか，そしてどのようなすばらし

い研究成果が見出されるのか，毎年のことではありますが

非常に楽しみな今日この頃です． （竹田圭吾）
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